
（別紙３）

～ 令和6年12月2日

（対象者数） 11 （回答者数） 11

～ 令和6年11月15日

（対象者数） 10 （回答者数） 9(長期休暇者1名）

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等
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・第三者評価には社会福祉士会などに依頼をして実施

するものと想定しておりますが、評価機関への委託料

を予算化するのが難しい現状です。近隣自治体の状況

を見ながら検討してまいります。
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・適宜、研修に参加しております。埼玉県発達障害総

合支援センターとも連携して助言を受ける等実施して

おります。施設内における虐待防止について、全職員

で園内研修に参加し、自己研鑽に努めております。
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・虐待防止委員会を設置し、年に数回研修の機会を確

保し、事例等をふまえ、子どもの発達状況に合わせた

支援ができるよう心掛けております。

さらに充実を図るための取組み
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・限られた時間の使い方の充実・工夫に努めてまいり

ます。

・園内研修等を行い、子どもの発達状況のとらえ方を

共有してまいります。
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・必要に応じ、当施設が発信してサービス担当者会議

を開催したり、連携を図ったりします。

・地域における当施設の役割を確認し、今後も地域の

つながりを充実することに努めます。
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・地域住民との連携に努めます。

・定期的に訓練や見直しを行いながら、安全管理に努

めております。

・新施設になり、木材をふんだんに使用した屋内と、子

どもの成長に合わせた設計、個々の対応が出来るような

スペースがある室内になっております。安心と安全を十

分に配慮し、温かみのある施設になっております。

・こどもの背丈に合った手すり、ベンチ、椅子を備えて

います。また、安全面にも考慮し、体勢を崩すことが想

定される場所、横になることもある場所にはクッション

マットを敷いて対応しております。

・静養室を設置しております。子どもの混乱時や気持ち

が不安定になった時など、状況に応じていつでも使用で

きるようになっております。

○事業所名 　桶川市児童発達支援センターいずみの学園

○保護者評価実施期間 令和6年11月15日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和6年11月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和6年11月1日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

・臨床心理士及び言語聴覚士により、新版K式発達検査

等を使用しながらこどもの発達段階の確認、理学療法士

による専門的な助言により、適切な支援の提供に務めて

おります。

・定期的に市内公立保育所との交流会や、児童館での交

流、年長児の保育所通所支援、学校訪問、並行支援先の

施設訪問などを通じ、情報共有と相互理解を図っており

ます。

・支援終了後は、担当児童の個人記録を行い、その中

に、支援の振り返り、目標に対する評価を記入しており

ます。また、気がかりな点があれば職員間で必ず話し合

いをし共有しております。

・「防災計画及び行動マニュアル」及び「感染症マニュ

アル」を策定し避難訓練などを実施しております。また

感染症についても、迅速に保護者様への周知を行ってお

ります。

・業務継続計画に沿って、定期的に避難等訓練をし、必

要に応じて見直しを行っております。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
工夫していることや意識的に行ってる取組み

・保育士不足を受けて人員の確保が難しく、こどものア

セスメントの情報共有の方法に努めております。

・毎日目標設定及び書面や口頭での振り返りの時間を設

け、目標設定や関わりが適切であったか記録しておりま

す。定期的にクラス会議を行い、支援方法等を職員間で

共有しております。

・障害児相談支援事業所、関係機関、地域住民等地域の

施設や住民とのつながりに努めます。

・桶川市の母子保健担当者や、子ども・子育て支援担当

者と定期的に療育連絡調整会議を実施しております。ま

た、必要に応じて主治医や協力医療機関と連携を取り、

同行受診も行うなど、子ども一人ひとりの状況に合わせ

た支援を行っております。

・施設の移転に伴い、非常時の避難場所や地域における

当施設の役割の見直しに努めます。

・「防災計画及び行動マニュアル」及び「感染症マニュ

アル」を策定し避難訓練などを実施しております。また

感染症についても、迅速に保護者様への周知を行ってお

ります。

集計結果に基づく検討1月1日
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